
川崎市大山街道ふるさと館 
平成３０年度 第２回企画展 

ある郷土史家の見た ふるさと高津 

 

開催期間 ６月２３日(土)～７月２９日(日) 

午前１０時～午後５時  １階 展示室 【入場無料】 

 

 

 

 
  昨年度の企画展の様子 
 

   記念講演会 ７月１５日(日) 
 10 時～12 時   

       

演  題 「多摩川との共生∼治水と利水」 

講  師   根本 佐智子氏（神奈川県立歴史博物館学芸員） 

 

JR 南武線 武蔵溝ノ口駅 下車徒歩７分 

東急田園都市線 高津駅 下車徒歩５分 

 

主催 川崎市大山街道ふるさと館 川崎市高津区溝口３－１３－３ 

電話 ０４４－８１３－４７０５  ＦＡＸ ０４４－７１２－００３４ 

 昔から多摩川は洪水で周辺の地域住民の作物などに甚大な被害を与える

ことがありました。一方で農業や漁業を支える貴重な水の供給源として生活

を豊かにしてくれました。江戸から明治にかけて溝口の人々はどのような方

法で多摩川と共生してきたのかを探ります。 

 二ヶ領用水など川崎の庶民生活を潤してきた「母なる多摩

川」、洪水で庶民を苦しめた「暴れ多摩川」の両面から、江

戸時代後期～明治維新期の「多摩川との共生」について古文

書、写真、地図などの資料をもとに講演します。 

 

~上田恒三氏 寄贈史料より～ 

◇会  場  ２階 イベントホール 

◆募集人数  ６０名（先着順）            

◇参加費   ５００円（資料代含む）         

◆申し込み  電話、FAX または窓口（６/１５受付開始） 

参加者募集 

明治 150 年記念事業 

高津区民祭参加事業 


